
安
元
御
賀
と
故
実

|
|
『
玉
葉
』

に
お
け
る
仁
平
御
賀
の
先
例
を
中
心
に
|
|

は
じ
め
に

安
元
二
年
(
一
一
七
六
)
三
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
後
白

河
院
の
五
十
賀
が
催
さ
れ
た
。
関
白
以
下
の
廷
臣
が
参
加
す
る
そ
の

様
子
を
、
『
安
元
御
賀
記
』
(
以
下
『
御
賀
記
』
)
は
「
の
こ
る
は
す

く
な
し
」
と
し
て
お
り
、
欠
席
者
は
あ
っ
た
も
の
の
、
朝
廷
を
挙
げ

て
の
一
大
行
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
前
年
の
安
元
元
年

(
一
一
七
五
)
八
月
十
六
日
に
は
御
賀
行
事
所
始
が
あ
り
(
『
山
椀

記
』
)
、
十
月
十
六
日
に
は
楽
所
始
が
行
わ
れ
(
『
玉
葉
」
)
、
当
日
ま

で
試
楽
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
な
ど
、
準
備
も
周
到
に
行
わ
れ
て

い
っ
た
。
そ
う
し
た
行
事
の
進
行
に
つ
い
て
『
玉
葉
」
は
、

今
度
賀
宴
、
偏
康
和
例
也
、
仰
無
法
会
〈
延
喜
・
康
和
無
法
会
、

浜

圭

五口

畑

天
永
・
仁
平
有
法
会
〉
、
(
安
元
二
年
三
月
四
日
条
)

と
し
て
お
り
、
法
会
の
な
い
こ
と
か
ら
、
白
河
院
の
康
和
御
賀
(
康

和
四
年
(
一
一

O
二
)
三
月
十
八
日
1
二
十
日
)
が
そ
の
モ
デ
ル
と

し
て
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
康
和
御
賀
は
『
中
右
記
」
「
殿
暦
」

に
記
述
が
あ
り
、
仁
平
御
賀
(
仁
平
二
年
(
一
一
五
一
一
)
一
一
一
月
七
日
、

八
日
)
は
『
仁
平
御
賀
記
』
『
兵
範
記
』
に
記
事
が
見
え
る
口
安
元

御
賀
に
つ
い
て
は
、
『
御
賀
記
』
や
「
玉
葉
』
『
定
能
卿
記
』
が
ま
と

ま
っ
た
記
録
で
あ
る
が
、
最
も
詳
細
な
も
の
は
『
玉
葉
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
試
み
に
『
玉
葉
」
の
三
月
四
日
、
五
日
、
六
日
の
記
述
の
中

か
ら
康
和
、

仁
平
御
賀
の

記
述
回
数
を

日
毎
に
算
出

四
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し
、
総
計
す
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。

算
賀
で
あ
る
四
日
が
最
も
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
続
い
て
六

日
が
多
い
の
は
後
宴
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
日
は
「
御
賀
記
』

A
M
 

か
く
て
あ
く
れ
は
五
日
に
な
り
ぬ
。
あ
す
は
後
宴
に
て
け
ふ
は

さ
し
た
る
こ
と
な
け
れ
と
も
た
も
に
や
は
暮
さ
む
と
て
関
白
以

下
と
の
ひ
さ
う
そ
く
に
て
ま
い
り
あ
つ
ま
れ
り
。
(
定
家
本
)

と
す
る
よ
う
に
、
「
さ
し
た
る
こ
と
」
の
な
い
日
で
あ
る
が
、
康
和

と
同
様
安
元
の
時
に
も
船
楽
が
行
わ
れ
て
お
り
、
康
和
・
仁
平
あ
わ

せ
て
五
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
『
定
能
卿
記
』
で

も
同
様
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
康
和
が
四
日
で
は
三
例
、
五
日

が
な
し
、
六
日
は
六
例
、
仁
平
は
四
日
が
二
例
、
五
日
も
二
例
、
六

日
は
五
例
と
そ
の
数
は
少
な
い
。

ま
た
、
康
和
御
賀
や
仁
平
御
賀
以
外
の
賀
宴
も
先
例
と
し
て
勘
案

さ
れ
た
ら
し
く
、
『
玉
葉
』
で
は
、
宇
多
法
皇
五
十
賀
(
九
一
六
)

で
あ
る
延
喜
の
例
が
七
例
、
朱
雀
、
村
上
両
帝
の
母
后
穏
子
の
五
十

賀
(
九
三
四
)
で
あ
る
承
平
の
例
が
三
例
、
束
三
条
院
詮
子
の
四
十

賀
(
一

O
O
一
)
で
あ
る
長
保
の
例
が
一
例
、
白
河
法
皇
六
十
賀

(
一
一
一
一
乙
で
あ
る
天
永
の
例
が
六
例
挙
が
っ
て
い
る
。
延
喜
と

天
永
が
多
い
の
は
、
安
元
御
賀
と
同
じ
く
、
と
も
に
法
皇
の
賀
で
あ

四

り
、
ま
た
特
に
天
永
は
仁
平
に
続
い
て
安
元
御
賀
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
安
元
御
賀
の
骨
格
を
康
和
と
決
め
た
際
に

も
「
延
喜
・
康
和
無
法
会
、
天
永
・
仁
平
有
法
会
」
(
『
玉
葉
』
)
と

挙
が
っ
て
い
る
が
、
天
永
は
法
会
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
外
さ
れ
て

い
る
。
康
和
御
賀
を
基
本
的
な
骨
格
と
は
し
な
が
ら
も
、
仁
平
御
賀

も
ま
た
先
例
と
し
、
さ
ら
に
古
い
先
行
御
賀
も
勘
案
し
て
安
元
御
賀

は
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
安
元
御
賀
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
の
算
賀
を

検
討
し
た
村
上
美
紀
氏
の
よ
う
に
、

安
元
二
年
(
一
一
七
六
)
後
白
河
上
皇
五
十
賀
を
記
し
て
い
る

『
玉
葉
』
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
院
政
期
の
算
賀
は

と
に
か
く
先
例
に
固
執
し
て
い
た
。
形
が
出
来
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
の
な
い
事
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
後

は
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
精
彩
を
欠
い
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ

、
勺
ノ
ロ

と
、
先
例
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
と
儀
式
の
硬
直
化
を
招
く
と
い
う
見

解
も
あ
る
。
し
か
し
安
元
御
賀
で
は
、
独
自
の
進
行
を
見
せ
て
い
る

箇
所
も
あ
り
、
全
て
を
康
和
に
依
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

先
例
に
従
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
康
和
以
外
の
先
例
、
主
に
仁
平
の
例
が
ど
の
よ



う
に
勘
案
さ
れ
、
安
元
御
賀
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
中
心
に
考
察
し
、
さ
ら
に
独
自
の
進
行
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
も
個
々
の
事
象
に
つ
い
て
の
、

故
実
と
の
関
係
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
御
賀
全
体
を
通
し
て
の
故

実
の
検
討
は
、
康
和
御
賀
に
よ
る
と
い
う
大
枠
の
確
認
だ
け
で
、
こ

れ
ま
で
十
分
に
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
安
元
御
賀
の
実
態
把
握

の
一
環
で
あ
る
。

一
、
安
元
御
賀
と
仁
平
御
賀

ま
ず
は
、
仁
平
の
例
が
採
用
さ
れ
た
箇
所
を
検
討
し
て
み
た
い
。

四
日
の
参
賀
で
は
、
は
じ
め
に
後
白
河
法
皇
や
高
倉
天
皇
の
出
御

が
あ
り
、
高
倉
天
皇
は
法
皇
に
拝
舞
の
後
、
座
に
着
く
。
天
皇
の
拝

舞
を
受
け
た
法
皇
は
、
一
度
離
席
す
る
。
そ
の
間
拝
座
を
、

置
鬼
問
〈
以
寝
殿
西
庇
北
第
一
問
委
戸
内
擬
鬼
問
也
、
件
所
予

置
玄
象
巳
下
管
弦
物
具
等
〉
、

と
し
て
、
宮
中
に
擬
し
て
設
え
た
「
鬼
間
」
に
置
い
た
と
し
て
い
る
。

法
住
寺
南
殿
に
お
け
る
「
鬼
問
」
は
、
『
玉
葉
』
や
『
定
能
卿
記
』

な
ど
そ
の
他
の
記
録
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

康
和
例
、
此
問
垂
庇
御
簾
、
是
白
川
院
御
出
家
之
後
、
不
令
見

安
一
花
御
賀
と
故
実

人
給
之
故
也
、
今
度
不
垂
之
、
仁
平
例
也
、

と
続
く
。
康
和
の
際
に
も
こ
う
し
た
楽
器
を
置
い
て
お
く
「
鬼
問
」

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
庇
の
御
簾
は
垂
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

白
河
院
が
出
家
後
、
人
に
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
回
は
御
簾
を
垂
れ
ず
、
そ
れ
は
仁
平

の
例
に
倣
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
殿
暦
」
康
和
四
年
三
月
十
八

日
条
に
は
、

但
上
皇
出
御
御
自
寝
殿
母
屋
中
陣
子
戸
、
御
床
子
乾
角
、
御
拝

詑
退
御
々
休
所
、
次
垂
御
線
、
是
非
前
例
、
上
皇
乃
依
不
見
御

子
人
也
、

と
あ
っ
て
、
白
河
院
の
人
目
を
避
け
た
こ
と
が
見
え
る
。
『
中
右
記
』

に
直
接
そ
う
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
は
な
い
が
、
上
皇
の

居
所
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
御
簾
の
垂
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き

る。
御
簾
に
つ
い
て
は
、
国
忌
な
ど
で
政
務
が
停
止
さ
れ
る
「
廃
務
」

の
際
に
は
御
簾
は
上
げ
ら
れ
、
皇
族
や
重
臣
の
喪
に
あ
た
り
、
天
皇

が
政
務
に
臨
ま
な
い
「
廃
朝
」
の
際
に
は
垂
れ
る
な
ど
、
喪
に
関
す

る
こ
と
は
故
実
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
康
和
の
場
合
は
「
殿

暦
」
が
「
是
非
前
例
」
と
す
る
通
り
白
河
院
の
個
人
的
な
意
志
で
あ

り
、
今
回
は
採
用
さ
れ
ず
、
仁
平
に
従
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
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二
例
目
は
、
公
卿
殿
上
人
が
院
に
捧
げ
物
で
あ
る
献
物
を
送
る
際

に
見
え
る
。
献
物
は
院
司
が
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
左
大

臣
が
そ
の
名
前
を
呼
ぶ
。
「
御
賀
記
』
に
お
い
て
も
「
左
大
臣
、
院

の
別
当
を
め
す
」
と
あ
り
、
「
右
大
弁
長
方
朝
臣
」
(
群
書
類
従
本
は

頭
右
大
弁
長
方
朝
臣
)
の
名
が
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
玉
葉
」
に
は
、

召
院
司
名
〈
其
詞
、
長
方
朝
臣
、
二
音
召
之
、
自
称
物
名
ハ
頗

高
召
之
、
抑
親
信
朝
臣
位
在
長
方
上
、
而
仁
平
忠
盛
朝
臣
位

〔
難
イ
〕
在
朝
隆
上
「
大
弁
蔵
人
頭
』
、
奏
事
由
列
忠
盛
上
、
今

依
彼
例
、
長
方
列
親
信
上
歎
〉
、

と
あ
っ
て
、
長
方
は
位
が
上
の
藤
原
親
信
を
差
し
置
い
て
呼
ば
れ
た

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
長
方
は
当
時
正
四
位
下
、
蔵
人
頭
兼

右
大
弁
で
あ
り
、
藤
原
親
信
は
正
四
位
下
、
内
蔵
頭
兼
右
馬
顕
で

あ
っ
た
。
『
定
能
卿
記
』
に
も
「
長
方
朝
臣
院
司
五
鵡
也
、
然
而
依

為
頭
弁
立
上
、
是
仁
平
例
也
」
(
三
月
四
日
条
)
と
あ
っ
て
、
院
司

と
し
て
は
「
五
臓
」
で
あ
っ
た
長
方
が
名
を
呼
ば
れ
た
の
は
、
「
頭

弁
」
す
な
わ
ち
蔵
人
頭
を
兼
ね
た
右
大
弁
で
あ
っ
た
か
ら
と
伝
え
て

い
る
口
「
玉
葉
」
の
記
す
「
大
弁
蔵
人
頭
」
も
同
様
で
あ
る
。

『
玉
葉
』
も
「
定
能
卿
記
』
も
こ
れ
を
仁
平
の
例
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
「
仁
平
御
賀
記
』
『
兵
範
記
』
の
次
の
記
事
を
指
す
の
で
あ

ろ、っ。

四
四

召
朝
隆
朝
臣
。
二
声
〈
院
司
也
。
忠
盛
朝
臣
、
難
為
上
首
不
召

之
。
知
何
。
朝
隆
朝
臣
、
位
階
雛
下
薦
、
為
貫
首
之
故
歎
〉

(
『
仁
平
御
賀
記
」
)

次
大
相
国
召
院
司
名
〈
朝
隆
朝
臣
二
音
〉
、
右
大
弁
朝
隆
、
率

院
司
刑
部
卿
忠
盛
朝
臣
〈
頭
弁
上
璃
也
、
依
為
貫
首
列
彼
下
腐

敗
、
但
院
中
役
不
可
然
云
云
〉
(
『
兵
範
記
」
)

「
仁
平
御
賀
記
』
の
忠
盛
が
「
上
首
」
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、

「
位
階
難
下
璃
」
と
あ
る
と
お
り
、
位
階
を
指
す
。
仁
平
二
年
当
時

忠
盛
は
正
四
位
上
、
朝
隆
は
正
四
位
下
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
頭
弁
」

と
あ
っ
て
、
蔵
人
頭
と
右
大
弁
を
兼
任
し
て
い
た
た
め
、
朝
隆
が
呼

ば
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
位
階
が
下
で
あ
っ
て
も
、
ま
た

『
兵
範
記
』
に
あ
る
と
お
り
、
院
中
に
お
い
て
は
下
役
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
大
弁
の
蔵
人
顕
で
あ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

安
元
の
長
方
が
院
司
と
し
て
は
「
五
臓
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

も
一
致
す
る
。
長
方
と
親
信
の
位
階
も
正
四
位
下
と
同
等
だ
が
、
長

方
は
嘉
応
二
年
(
一
一
七
O
)
三
月
二
四
日
に
正
四
位
下
に
昇
っ
た

の
に
対
し
て
親
信
は
仁
安
三
年
(
一
二
ハ
八
)
正
月
六
日
と
、
先
任

で
あ
っ
た
。
安
元
の
措
置
は
全
く
仁
平
の
例
に
倣
っ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

康
和
の
際
は
正
四
位
下
修
理
大
夫
藤
原
顕
季
が
、
天
永
に
は
正
凶



位
下
橋
磨
守
藤
原
長
突
が
こ
れ
を
務
め
て
い
る
。
康
和
、
天
永
の
際

に
は
い
ず
れ
も
大
弁
と
蔵
人
頭
を
兼
ね
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
が
、

天
永
を
記
し
た
『
中
右
記
」
同
三
年
三
月
十
八
日
の
記
述
に
は
、

次
左
大
臣
召
上
鵡
院
司
二
音
〈
長
実
朝
臣
〉
、
院
司
七
八
人
許

出
来
〈
頭
中
将
頭
弁
共
為
院
司
、
仰
在
此
列
、
但
任
位
階
次
第

列
立
也
〉
長
実
朝
臣
〈
播
磨
守
〉
、

と
あ
っ
て
、
長
実
の
他
に
頭
中
将
や
頭
弁
が
院
司
で
あ
っ
た
が
、
播

磨
守
長
実
が
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
位
階
官
職
で
は
な

く
、
長
実
が
「
上
璃
院
司
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
院
司
と
し
て
の
序
列
を
選
ぶ
と
い
う
の
も
選
択
の
基
準

で
あ
っ
た
が
、
安
元
の
際
に
は
状
況
が
一
致
す
る
仁
平
の
先
例
を
採

用
し
、
右
大
弁
蔵
人
顕
で
あ
る
長
方
を
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
例
目
は
献
物
の
授
受
の
後
の
退
出
経
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

「
玉
葉
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
問
殿
上
人
乍
持
献
物
右
廻
、
歴
列
後
退
出
〈
可
歴
列
前
敗
、

仁
平
如
此
、
今
度
儀
背
先
跡
、
未
得
其
意
〉
、

殿
上
人
は
列
の
前
を
経
て
退
出
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
仁
平
の

先
例
で
も
あ
る
と
す
る
が
、
『
仁
平
御
賀
記
』
に
は
「
殿
上
人
乍
持
、

帰
出
中
門
外
」
と
あ
る
の
み
で
そ
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し

『
兵
範
記
』
に
は
「
入
西
門
中
門
、
経
上
逮
部
前
、
進
東
頭
弁
至
子

安
元
御
賀
と
故
実

大
相
国
前
、
脆
差
坊
、
大
臣
同
脆
授
能
物
頭
弁
取
之
、
左
廻
還
出
、

忠
盛
以
下
作
法
次
第
如
此
、
殿
上
人
以
下
乍
捧
能
物
還
出
、
於
中
門

外
付
院
司
畢
(
後
略
)
」
(
三
月
八
日
)
と
あ
っ
て
、
能
物
す
な
わ
ち

献
物
を
受
け
取
っ
た
頭
弁
朝
隆
は
「
左
廻
」
に
退
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
忠
盛
以
下
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
右
廻
」
で

「
列
後
」
を
経
て
退
出
し
た
の
な
ら
ば
、
「
左
廻
」
は
「
列
前
」
を
経

て
退
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
康
和
や

天
永
に
も
該
当
す
る
記
述
は
な
く
、
そ
の
他
諸
文
献
に
も
見
え
な
い

の
で
、
「
仁
平
如
此
」
の
実
否
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
兼
実

が
康
和
で
は
な
く
仁
平
を
「
先
跡
」
と
し
た
点
に
は
注
意
し
て
お
き

た
い
。
康
和
の
例
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
必
ず
し
も
康
和
に
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

四
例
目
は
、
楽
が
始
ま
り
、
楽
行
事
以
下
舞
人
楽
人
が
庭
上
に
現

れ
、
楽
屋
へ
入
っ
て
い
く
場
面
で
あ
る
。
そ
の
際
、

行
事
参
議
各
着
西
座
上
頭
〈
知
康
和
例
者
、
行
事
楽
屋
前
敷
高

麗
畳
二
枚
着
之
、
今
度
無
此
儀
〉

と
し
て
、
康
和
で
は
、
行
事
が
楽
屋
前
に
高
麗
縁
の
畳
を
二
枚
敷
い

て
着
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
『
中
右

記
』
が
「
先
是
参
議
行
事
二
人
着
座
〈
楽
屋
前
敷
高
麗
端
畳
二
枚
、

為
参
議
行
事
座
也
〉
」
(
三
月
十
八
日
)
と
記
し
て
い
る
の
に
一
致
す

四
五
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る
。
天
永
や
仁
平
で
は
確
認
で
き
な
い
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、

今
回
は
康
和
の
例
に
は
倣
わ
な
か
っ
た
。

五
例
目
は
六
日
の
後
宴
の
日
の
船
楽
の
直
前
、
行
事
の
参
議
と
一

部
の
楽
人
の
行
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
玉
葉
』
は
次
の
よ
う
に
記

J
9
0
 

但
行
事
参
議
及
打
物
〈
除
大
鼓
・
鉦
鼓
之
外
不
乗
之
、
仁
平
例

云
々
、
康
和
皆
乗
之
〉
人
等
兼
候
楽
屋
、

ま
ず
楽
器
に
つ
い
て
、
大
鼓
や
鉦
鼓
を
除
い
て
他
の
打
物
は
船
に

乗
せ
な
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
は
仁
平
の
例
に
倣
っ
た
と
し
て
い
る
。

『
定
能
卿
記
」
に
も
「
康
和
例
、
打
物
輩
皆
乗
船
、
仁
平
例
、
鼓
鉦

等
外
打
物
輩
不
乗
船
、
直
参
楽
屋
、
今
度
依
仁
平
例
欺
」
と
し
て
い

る
。
実
際
同
書
に
は
乗
船
者
と
し
て
「
家
俊
〈
鉦
鼓
〉
」
「
季
能
〈
大

鼓
〉
」
と
、
鉦
鼓
、
大
鼓
は
見
え
る
が
、
そ
の
他
の
打
物
は
な
い
。

康
和
で
は
乗
船
者
と
し
て
「
左
兵
衛
権
佐
宗
能
〈
大
鼓
〉
、
右
馬
頭

兼
実
朝
臣
〈
三
鼓
〉
、
少
納
言
実
行
〈
鉦
鼓
〉
」
(
「
中
右
記
」
)
と
大

鼓
、
鉦
鼓
の
他
に
三
鼓
の
楽
人
の
名
も
見
え
る
が
、
仁
平
の
記
録
に

は
そ
う
し
た
こ
と
は
見
え
な
い
。
ま
た
こ
う
し
た
こ
と
は
「
西
宮
記
」

『
新
儀
式
』
に
も
見
え
な
い
。
大
鼓
、
鉦
鼓
以
外
の
打
物
を
乗
せ
な

か
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
安
元
で
は
仁
平
の
例
に
倣
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

四
六

六
例
目
も
後
宴
で
あ
る
。
青
海
波
の
舞
が
披
露
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、

輸
台
上
璃
二
人
在
先
〈
頼
実
・
清
経
、
不
祖
、
青
海
波
不
立
垣

代
、
康
和
・
仁
平
例
也
、
後
問
、
康
和
下
璃
二
人
在
先
、
仁
平

上
鵡
二
人
在
先
、
今
日
可
依
何
例
乎
之
由
、
頼
実
朝
臣
触
隆
季

卿
、
々
々
々
称
可
依
康
和
例
之
由
、
而
光
近
申
云
、
上
鵡
可
在

先
、
隆
季
示
可
依
光
近
申
状
之
由
、
仰
今
日
為
先
上
鵡
云
々
〉
、

と
あ
る
。
輪
台
の
先
頭
に
、
上
璃
で
あ
る
頼
実
と
清
経
の
二
人
が
進

ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
下
鵡
が
先
に
立
っ
た
康
和
に
倣
う
べ
き
か
、

上
鵡
が
先
に
立
っ
た
仁
平
に
倣
う
べ
き
か
、
藤
原
頼
実
が
隆
季
に
確

認
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
隆
季
は
康
和
の
例
と
答
え
て
い
る
が
、

舞
師
で
あ
る
狛
光
近
の
意
見
に
よ
っ
て
上
鵡
が
先
と
改
め
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
は
康
和
の
例
に
従
う
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
仁
平
の
例
に
倣
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
康
和
仁
平
の
諸
記
録
に
は
見
え
な
い
が
、
『
定

能
卿
記
」
に
も
、

愛
頼
実
朝
臣
問
隆
季
卿
日
、
康
和
例
、
輪
台
第
二
・
第
四
有
前
、

第
三
・
第
一
有
後
、
仁
平
例
、
第
一
・
第
三
有
前
、
第
二
・
第

四
有
後
、
今
度
如
何
云
々
、
隆
季
卿
目
、
今
度
被
用
康
和
例
、

可
依
彼
例
云
々
、
而
舞
師
光
近
以
上
鵡
可
為
前
之
由
頻
申
行
、

隆
季
卿
目
、
左
右
只
任
光
近
説
、
の
一
向
付
光
近
説
、
頼
実
・



清
経
朝
臣
為
前
、
次
左
右
舞
人
相
交
、

と
ほ
ぼ
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

上
卿
で
あ
る
隆
季
は
康
和
の
例
に
従
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
舞
師
で
あ
る
狛
光
近
に
「
頻
申
行
」
わ
れ
て
、
意
見
を
翻
し
、

仁
平
の
例
に
倣
っ
て
い
る
。

以
上
六
例
を
検
討
し
た
。
全
体
と
し
て
は
康
和
に
倣
い
な
が
ら
も
、

部
分
的
に
は
仁
平
を
先
例
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
理
由
の
不
明
な
も

の
も
あ
る
が
、
二
例
目
の
よ
う
に
、
状
況
が
一
致
す
る
場
合
な
ど
は
、

成
和
に
縛
ら
れ
ず
、
仁
平
に
倣
っ
て
い
る
。

二
、
故
実
の
再
検
証

論
述
の
都
合
上
、
御
賀
の
進
行
と
は
前
後
す
る
が
、
次
に
、
仁
平

の
先
例
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
故
実
の
検
証
を
求
め
て
い
る

例
を
挙
げ
る
。

ま
ず
四
日
の
算
賀
の
は
じ
め
、
公
卿
殿
上
人
が
献
上
物
で
あ
る
献

物
を
持
っ
て
二
列
に
並
ん
だ
場
面
で
あ
る
。
献
物
の
中
身
に
つ
い
て

確
認
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
先
例
が
引
か
れ
て
い
る
。

中
宮
大
夫
隆
季
卿
以
光
雅
申
関
白
目
、
可
被
問
献
物
哉
否
、
関

白
云
、
依
康
和
・
仁
平
例
、
不
可
被
問
者
、

安
元
御
賀
と
故
実

行
事
で
あ
る
隆
季
か
ら
藤
原
光
雅
を
通
じ
て
関
白
基
房
に
献
物
を

問
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
基
房
は
康
和
と
仁
平
の
例
に
従
い
、
問
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
問

わ
な
か
っ
た
先
例
と
し
て
兼
実
は
延
喜
、
長
保
、
康
和
、
仁
平
の
御

賀
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

延
喜
岡
度
、
長
保
〈
上
首
御
堂
、
内
覧
左
大
臣
〉
、
康
和
〈
上

首
左
大
臣
俊
房
、
知
足
院
殿
内
覧
右
大
臣
第
二
也
〉
、
仁
平
〈
故

殿
為
関
白
、
不
立
献
物
列
、
以
太
相
国
実
行
為
上
首
、
内
覧
左

大
臣
頼
長
為
第
二
、
、
、
〉
、
巳
上
不
問
之
、

康
和
の
際
は
忠
実
は
内
覧
右
大
臣
で
あ
り
摂
関
不
在
、
仁
平
の
際
、

忠
通
は
関
白
で
あ
り
、
献
物
の
列
に
は
立
た
ず
、
献
物
を
問
う
こ
と

も
無
か
っ
た
。
今
回
の
関
白
基
房
の
判
断
は
仁
平
に
近
い
と
言
え
る

だ
ろ
、
っ
。

そ
し
て
、

承
平
〈
母
后
御
賀
〉
、
貞
信
公
其
賀
之
時
、
為
摂
政
問
之
、
天

永
〈
白
河
院
六
十
御
賀
〉
、
知
足
院
殿
為
摂
政
問
之
、
今
度
因

延
喜
等
例
不
被
問
之
、
其
理
可
然
、

と
し
て
献
物
を
問
う
た
例
に
、
承
平
と
天
永
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
忠

平
と
忠
実
が
摂
政
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
延
喜
等
の
例
に
倣
っ
た

の
は
「
其
理
可
然
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

四
七



圏
文
皐
論
叢

第
六
十
二
輯

そ
し
て
「
玉
葉
』
は
さ
ら
に
、

抑
有
摂
政
・
関
白
之
時
、
必
可
問
献
物
之
趣
、
見
天
永
為
房
記
、

是
因
承
平
例
所
称
敗
、
何
必
可
為
摂
政
・
関
白
之
所
役
哉
、
不

可
問
献
物
之
子
細
、
見
延
喜
御
記
、
何
有
異
議
突
、

と
続
け
、
摂
政
・
関
白
が
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
献
物
を
問
う
よ
う

「
天
永
為
房
記
」
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
承
平
を
先
例
と
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
し
、
「
延
喜
御
記
」
に
は
「
不
可
問
献
物
之
子
細
」
が

見
え
て
い
る
の
で
、
異
議
は
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。
「
何

必
可
為
摂
政
・
関
白
之
所
役
哉
」
と
あ
る
通
り
、
摂
関
の
役
と
は
決

ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
兼
実
の
確
認
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
隆
季
が
こ
う
し
た
こ
と
を
基
房
に
確
認
す
る

あ
た
り
、
そ
う
し
た
説
の
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
仁
平

の
こ
と
を
記
す
「
兵
範
記
』
の
後
宴
(
三
月
八
日
)
の
日
の
記
述
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

此
間
関
白
殿
下
御
座
南
庇
西
戸
辺
、
或
人
云
摂
政
之
時
候
南
貸

子
、
被
問
献
物
云
々
、
康
和
四
年
御
賀
、
依
無
摂
政
、
不
被
問

之
、
天
永
当
時
入
道
殿
、
依
為
摂
政
被
問
、
斯
延
喜
例
也
、
今

殿
下
当
時
雄
非
摂
政
仁
、
経
歴
二
代
摂
録
畢
、
作
載
式
文
尤
可

令
問
給
欺
、
無
其
沙
汰
知
何
、

四
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献
物
を
受
け
取
る
た
め
に
廷
臣
が
並
び
、
太
政
大
臣
実
行
が
そ
の

中
身
に
つ
い
て
述
べ
た
記
述
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
関
白
忠
通
は

「
南
庇
西
戸
辺
」
に
候
し
て
い
た
が
、
「
或
人
云
」
と
し
て
、
摂
政
の

時
は
「
南
賛
子
」
に
あ
っ
て
、
献
物
を
問
、
っ
た
と
し
て
い
る
。

康
和
御
賀
で
は
摂
政
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
問
う
こ
と
は
な
か
っ

た
将
、
天
永
の
時
は
「
入
道
殿
」
忠
実
が
摂
政
で
あ
っ
た
た
め
、
関

わ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
殿
下
」
す
な
わ
ち
忠
通
は
今

は
摂
政
の
職
に
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
「
二
代
摂
録
」
で
あ
っ
た
と

し
、
献
物
を
問
う
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
で
あ
る
。

忠
通
は
鳥
羽
天
皇
の
代
に
関
白
(
一
三
二
年
)
を
、
崇
徳
天
皇

の
代
に
摂
政
(
一
二
二
二
年
)
と
関
白
(
一
一
一
一
九
年
)
を
務
め
、

近
衛
天
皇
の
代
に
も
摂
政
(
一
一
四
二
年
)
と
関
白
(
一
一
五

O
年
)

を
務
め
て
い
る
。
「
二
代
摂
録
」
と
は
崇
徳
近
衛
両
帝
時
代
の
摂
政

こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
或
人
」
の
説
で
は
、
献
物
を
問
う

の
は
摂
政
の
役
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
ロ
『
玉
葉
」
が
挙
げ
る
「
天

永
為
房
記
」
に
も
、
そ
う
し
た
摂
政
関
白
の
役
割
と
し
て
記
さ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
廷
臣
が
献
物
の
列
を
作
る
た
め
に
庭
に
下
り
た
際
の
関
白

基
房
の
居
所
に
つ
い
て
、
安
元
の
際
に
は
『
玉
葉
」
に
、

関
白
奉
扶
持
、
還
出
居
西
面
妻
戸
下
〈
南
面
無
座
、
仮
居
之
儀



也
、
是
仁
平
例
也
、
献
物
之
間
坐
此
所
也
〉
、

と
あ
っ
て
、
「
西
面
妻
戸
下
」
で
「
仮
居
」
し
て
い
た
と
し
、
そ
れ

は
「
仁
平
例
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
定
能
卿
記
」
に
は
、
「
列
立
庭
中
、

但
関
白
不
令
立
給
、
南
殿
東
妻
戸
間
貸
子
辺
令
座
給
、
是
先
例
也
」

と
あ
る
の
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
先
例
」
と
あ
っ
て
、

康
和
か
仁
平
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
『
兵
範
記
』
に
、
「
関

白
殿
下
参
進
費
子
座
」
(
三
月
七
日
条
)
と
あ
っ
て
同
様
に
賀
子
に

進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
安
元
の
際
に
は
、
康
和
、
仁
平
に
倣
っ
て

献
物
を
問
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
関
白
の
職
に
あ
り
、
献
物
の

列
に
立
た
ず
賢
子
に
あ
っ
た
忠
通
の
仁
平
の
例
が
、
今
回
の
基
房
の

例
に
よ
り
近
い
。

基
房
の
判
断
を
是
と
し
な
が
ら
も
、
承
平
・
天
永
の
例
は
延
喜
と

は
「
語
違
」
し
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
と
も
決
し
が
た
い
と
し
、
最

終
的
に
は
「
須
訪
古
賢
歎
」
と
結
ん
で
、
さ
ら
な
る
検
討
の
必
要
性

を
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
諸
説
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
将
来
の
御
賀
に
、
自
身
が
摂
関
と
し
て
臨
ん
だ
際
の
た

め
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二
例
目
は
、
六
日
の
後
宴
の
日
で
あ
る
。
船
楽
の
最
中
に
関
白
基

房
が
藤
原
光
雅
を
召
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
、

此
間
関
白
召
光
雅
〈
仁
平
法
皇
召
範
家
被
仰
之
、
今
度
召
五
位
、

安
元
御
賀
と
故
実

被
准
彼
欺
、
理
須
召
蔵
人
頭
也
〉
、

と
あ
る
。
藤
原
光
雅
は
当
時
正
五
位
下
、
蔵
人
兼
右
少
弁
兼
左
衛
門

権
佐
で
、
御
賀
の
行
事
(
職
事
)
で
あ
っ
た
。
『
兵
範
記
」
『
仁
平
御

賀
記
』
に
召
し
出
さ
れ
た
記
述
は
見
え
な
い
が
、
範
家
も
仁
平
御
賀

当
時
五
位
蔵
人
で
左
少
弁
、
右
衛
門
権
佐
と
官
職
も
近
く
、
ま
た
行

事
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
関
白
に
召
さ
れ
た
と
お
ぼ

し
く
、
仁
平
の
例
に
倣
っ
た
と
い
う
の
も
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
兼
実
は
「
理
」
と
し
て
蔵
人
頭
を
召
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

確
か
に
後
宴
の
冒
頭
に
、
「
次
頭
中
将
実
宗
朝
臣
、
奉
関
白
仰
召
公

卿
」
と
あ
っ
て
、
公
卿
を
召
す
と
き
に
頭
中
将
を
遣
わ
し
て
い
る
の

で
、
そ
う
し
た
選
択
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
仁
平
の
先
例
に
あ
る
こ

と
だ
が
、
兼
実
は
「
理
」
を
主
張
し
て
い
る
。

三
例
目
も
六
日
の
後
宴
の
日
で
あ
る
が
、
背
海
波
の
舞
の
前
に
卿

相
数
名
が
楽
屋
へ
向
か
っ
て
い
る
。

古
鳥
蘇
終
頭
、
内
府
以
下
向
楽
屋
〈
源
大
納
言
・
源
中
納
言
同

相
具
、
為
扶
持
胡
飲
酒
也
、
猶
各
別
可
向
欺
〉
、

古
鳥
蘇
が
終
わ
り
に
近
付
い
た
こ
ろ
、
内
大
臣
師
長
が
源
大
納
言

定
房
と
そ
の
弟
源
中
納
言
雅
頼
を
連
れ
、
楽
屋
に
向
か
っ
て
い
る
。

「
為
扶
持
胡
飲
酒
也
」
と
あ
っ
て
、
定
房
の
子
雅
行
を
扶
持
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
の
頭
書
に
、

凹
九
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〔
後
問
、
内
府
イ
〕
為
相
〔
具
源
イ
〕
大
納
言
、
待
御
勝
了
之

問
、
経
数
刻
云
々
、
是
仁
平
故
宇
治
左
府
被
相
具
中
院
之
故

云
々
、
而
見
彼
記
、
全
以
不
然
、
如
何
云
々
、
人
々
有
傾
奇
気

欺
、
被
遺
楽
屋
之
大
臣
与
扶
持
舞
人
々
混
合
之
条
不
得
心
、
又

無
先
例
、
穿
可
謂
違
失
欺
、

と
見
え
、
師
長
の
行
動
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
師
長
の
行
動
は

「
仁
平
故
宇
治
左
府
」
す
な
わ
ち
父
で
あ
る
左
大
臣
藤
原
頼
長
が
、

「
中
院
」
右
大
臣
源
雅
定
を
連
れ
て
楽
屋
へ
向
か
っ
た
の
に
倣
っ
た

と
す
る
が
、
兼
実
は
「
而
見
彼
記
、
全
以
不
然
、
知
何
云
々
」
と
し

て
お
り
、
そ
れ
は
事
実
で
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仁
平
の
胡
飲

酒
童
は
源
雅
仲
。
中
院
雅
定
の
猶
子
で
あ
り
、
安
元
の
源
大
納
言
定

房
も
ま
た
雅
定
の
猶
子
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
仁
平
御
賀
記
』
に
直
接
の
記
述
は

無
く
、
後
宴
の
記
述
に
、

次
左
胡
飲
酒
〈
小
舎
人
雅
伸
。
右
大
臣
為
養
子
伝
此
曲
。
相
具

参
上
〉
、

と
の
み
あ
っ
て
、
右
大
臣
雅
定
が
扶
持
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き

る
が
、
頼
長
の
関
与
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
『
兵
範
記
』
の
後
宴

(
三
月
八
日
条
)
の
記
述
に
は
、
青
海
波
の
記
述
の
後
に
、

此
間
左
内
両
府
以
下
卿
相
、
知
初
経
前
庭
、
還
着
御
前
座
、
右

五
O 

府
猶
坐
楽
屋
、
次
胡
飲
酒
〈
小
舎
人
雅
仲
、
装
束
如
例
、
但
無

面
、
天
冠
総
角
等
着
之
〉
、
乱
声
数
刻
、
右
大
臣
相
具
出
楽
屋
、

と
あ
っ
て
、
胡
飲
酒
の
直
前
ま
で
左
大
臣
頼
長
や
内
大
臣
藤
原
実
能

は
楽
屋
に
い
た
よ
う
で
あ
り
、
「
右
府
」
雅
定
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

頼
長
が
雅
定
を
「
相
具
」
し
て
楽
屋
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
記
述
を
誤
解
し
た
か
。
師
長
が
ど
の
よ
う
な

も
の
を
根
拠
と
し
て
そ
う
し
た
行
動
に
出
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
兼

実
は
「
而
見
彼
記
」
と
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
文
献
を
も
と
に
そ
れ
が

誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
有
傾
奇
気
歎
」

と
し
て
、
そ
れ
が
自
由
に
振
る
舞
う
様
で
あ
る
と
苦
言
を
呈
し
、
「
又

無
先
例
、
穿
可
調
違
失
敗
」
と
し
て
先
例
に
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
、

「
違
失
」
す
な
わ
ち
過
失
で
あ
る
と
非
難
す
る
の
は
、
兼
実
が
故
実

を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
無
く
、
再
検
証
し
、
厳
粛
に
遂
行

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

三
、
安
元
御
賀
の
独
自
進
行

仁
平
の
例
に
倣
っ
た
箇
所
と
、
倣
い
な
が
ら
も
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
よ
う
と
し
て
い
る
箇
所
を
考
察
し
て
き
た
。
次
に
ど
ち
ら
に
も
よ

ら
な
か
っ
た
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。



ま
ず
四
日
の
冒
頭
、
賀
宴
を
行
う
場
所
に
つ
い
て
、
「
玉
葉
」
は

次
の
よ
う
な
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

於
東
山
御
所
南
殿
有
此
〔
事
イ
〕
、
〈
此
謂
之
法
住
寺
殿
、
任
康

和
・
仁
平
例
、
於
鳥
羽
〔
南
イ
〕
殿
可
可
被
行
之
由
、
去
年

雄
有
議
定
、
彼
皆
当
時
御
在
所
、
依
為
勝
地
、
便
被
用
之
、
今

又
御
所
之
体
、
水
石
有
使
、
何
求
外
乎
、
加
之
、
鳥
羽
殿
其
地

本
(
太
か
)
荒
蕪
、
専
難
行
此
礼
(
体
か
)
、
仰
重
有
識
被
改

之
、
難
遺
〔
違
イ
〕
諮
問
度
例
之
恨
、
猶
有
省
衆
庶
煩
之
悦
、

絡
素
莫
不
甘
心
〉
、

当
初
、
康
和
御
賀
と
仁
平
御
賀
の
際
に
準
じ
て
「
鳥
羽
南
殿
」
、

鳥
羽
殿
の
南
殿
で
行
わ
れ
る
よ
う
議
定
で
決
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
「
鳥
羽
南
殿
」
は
、
当
時
白
河
院
、
鳥
羽
院
の
在
所
で
あ
り
、

現
在
の
後
白
河
院
は
東
山
御
所
す
な
わ
ち
法
住
寺
殿
に
在
る
こ
と
、

ま
た
「
水
石
」
の
使
も
良
い
こ
と
、
現
在
の
鳥
羽
殿
が
荒
廃
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
.
再
検
討
し
た
結
果
、
法
住
寺
殿
に
決

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
兼
実
は
「
雄
遺
〔
違
イ
〕
平
和
両
度

例
之
恨
、
猶
有
省
衆
庶
煩
之
悦
」
と
し
て
、
「
両
度
例
」
す
な
わ
ち

康
和
、
仁
平
の
例
に
背
く
こ
と
に
な
る
が
、
「
衆
庶
煩
」
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
喜
び
で
あ
る
と
し
、
「
絡
素
英
不
甘
心
」
と
し
て
、

僧
俗
も
望
む
と
こ
ろ
の
選
択
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
場
の
問
題
は

安
元
御
賀
と
故
実

賀
宴
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
今
回
は
先
例
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
現
実
的
な
事
情
を
勘
案

し
て
決
し
て
い
る
。

二
例
目
も
同
じ
く
四
日
、
法
皇
の
出
御
に
続
い
て
高
倉
天
皇
の
出

御
と
な
る
が
、

自
廟
東
進
、
於
白
袷
〔
上
イ
〕
拝
舞
、

と
あ
っ
て
、
高
倉
天
白
話
の
拝
舞
が
あ
っ
た
。
続
い
て
割
り
注
で
、

此
間
関
東
中
門
、
不
使
雑
人
見
此
儀
、
是
康
和
例
也
、
延
喜
・

天
永
御
拝
之
問
、
垂
廟
御
簾
、
先
是
関
白
間
余
目
、
康
和
垂
御

簾
之
由
、
覚
悟
如
何
、
余
対
日
、
先
難
垂
之
、
猶
有
議
被
上
之

旨
、
見
日
記
者
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
持
舞
の
最
中
に
束
の
中
門
が
閉
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
雑
人
」
に
見
せ
な
い
た
め
と
し
て
い
る
。

「
是
康
和
例
也
」
と
あ
る
と
お
り
、
「
中
右
記
』
に
は
、
「
錐
上
廟
御

簾
、
衆
人
不
見
其
儀
〈
閑
中
門
、
万
人
被
出
外
也
〉
」
(
三
月
十
八
日

条
)
と
あ
っ
て
、
や
は
り
中
門
は
閉
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
玉

葉
』
は
頭
書
に
、

検
非
違
使
入
中
門
内
、
近
衛
者
及
関
自
己
下
随
身
皆
悉
追
出
之
、

如
法
正
月
行
幸
、
時
忠
立
中
門
廊
行
之
、

と
あ
っ
て
、
検
非
違
使
が
中
門
の
中
に
入
り
、
近
衛
府
の
者
や
関
白

五
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以
下
を
悉
く
追
い
出
し
た
と
し
、
「
如
法
正
月
行
幸
」
と
し
て
い
る
。

『
玉
葉
』
の
同
年
正
月
三
日
条
の
朝
規
行
幸
の
様
子
を
記
し
た
と
こ

ろ
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

今
日
御
拝
之
閥
、
払
南
底
雑
人
、
被
問
中
門
、
関
自
己
下
随
身

及
近
衛
者
等
、
皆
悉
被
追
出
了
、
検
非
違
使
入
中
門
内
払
之
、

未
聞
事
也
、

高
倉
天
皇
の
御
拝
の
聞
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
御
賀
の
際
と
ほ
ぼ

閉
じ
事
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
未
聞
事
也
」
と
あ
る
と
お
り
、
管
見

の
限
り
他
に
こ
う
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
承
安
三
年
正
月
一
日

の
条
に
小
朝
拝
の
際
の
記
述
が
見
え
る
が
、

関
自
己
下
列
立
中
門
外
〈
西
上
北
面
知
例
〉
、

と
あ
っ
て
、
検
非
違
使
に
よ
る
「
追
出
」
は
見
え
な
い
。
天
皇
の
拝

舞
の
際
に
中
門
が
閉
じ
ら
れ
、
関
白
以
下
の
廷
臣
が
中
門
の
外
に
並

ぶ
の
は
康
和
の
先
例
で
あ
る
が
、
検
非
違
使
が
こ
れ
を
行
使
す
る
の

は
安
元
二
年
正
月
三
日
の
朝
親
行
幸
で
の
出
来
事
が
再
現
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
兼
実
の
脳
裏
に
は
つ
い
二
ヶ
月
前
の
正
月
の
出
来
事

が
思
い
起
こ
さ
れ
、
「
如
法
正
月
行
幸
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
拝
舞
の
際
の
廟
の
御
簾
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
延
喜
や

天
永
の
時
は
下
ろ
し
て
い
た
と
す
る
。
『
中
右
記
」
等
で
は
確
認
で

き
な
い
。
関
白
基
房
は
兼
実
に
康
和
は
御
簾
を
下
ろ
し
て
い
た
の
か

五

ど
う
か
故
実
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
兼
実
は
上
げ
ら
れ
て

い
た
と
「
日
記
」
に
見
え
る
と
答
え
て
い
る
。
確
か
に
『
中
右
記
」

に
は
「
難
上
廟
御
簾
」
と
な
っ
て
い
る
。

三
例
目
と
し
て
四
日
の
記
述
、
十
疋
の
馬
が
献
ぜ
ら
れ
た
あ
と
に

三
台
塩
が
奏
さ
れ
、
そ
の
聞
に
守
覚
法
親
王
へ
の
賜
禄
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
に
関
白
基
房
が
兼
実
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
。

此
間
関
白
問
余
云
、
見
参
入
御
之
後
可
覧
敗
、
将
於
御
座
可
奏

欺
、
余
対
云
、
康
和
無
所
見
、
但
如
為
隆
記
者
、
似
入
御
以
前

欺
、
仁
平
入
御
之
後
覧
之
、
難
何
儀
有
何
難
哉
、
但
憶
事
理
、

入
御
以
前
可
奏
見
参
欺
、
関
白
云
、
愚
案
又
如
此
、

参
加
者
の
名
簿
で
あ
る
「
見
参
」
に
つ
い
て
、
法
皇
、
天
皇
の
入

御
の
前
に
披
露
す
べ
き
か
、
後
に
披
露
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
兼
実
は
為
隆
記
の
情
報
と
し
て
入
御
以
前
と
考
え
ら
れ
る
と

答
え
て
い
る
。
「
中
右
記
」
に
は
、
「
次
左
大
臣
於
西
中
門
、
令
頭
弁

奏
見
参
、
左
少
将
有
家
朝
臣
、
於
西
中
門
内
唱
見
参
」
(
三
月
十
八

日
条
)
と
あ
っ
て
、
「
上
皇
入
御
、
天
皇
還
御
所
」
と
あ
り
、
入
御

以
前
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
仁
平
は
入
御
後
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

『
仁
平
御
賀
記
』
に
は
、
「
給
院
司
見
参
」
「
給
公
家
見
参
」
「
開
見
参

文
」
な
ど
と
あ
っ
た
後
に
「
次
両
主
入
御
」
と
あ
っ
て
、
入
御
以
前

に
読
め
る
。
『
兵
範
記
』
に
は
見
参
の
記
事
は
あ
る
が
、
入
御
の
記



述
が
見
え
ず
、
前
後
は
判
断
で
き
な
い
。
『
新
儀
式
」
に
は
、
「
中
務

省
唱
一
一
見
参
一
。
非
侍
従
井
未
レ
得
二
解
由
一
者
、
外
記
注
二
見
参
一
。
後

日
給
之
」
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
入
御
の
前
後
で
あ
る
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。

見
参
を
唱
え
る
こ
と
は
故
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
い
つ
唱
え
る
か

と
い
う
こ
と
ま
で
は
、
『
玉
葉
』
が
「
難
何
儀
有
何
難
哉
」
と
す
る

よ
う
に
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
基
房
が
兼
実
に
尋

ね
た
の
も
そ
う
し
た
事
情
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
兼
実
自

身
の
答
え
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
も
同
じ
理
由
で
あ
ろ
う
。
結
局
は

康
和
の
例
を
勧
め
、
そ
の
通
り
入
御
以
前
に
見
参
を
読
み
上
げ
て
い

る
が
、
そ
の
時
に
も
「
但
憶
事
現
」
と
し
て
、
筋
道
を
立
て
て
考
え

る
と
、
と
す
る
の
は
ま
だ
故
実
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
基
房
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
玉
葉
』
に
は
、
御
賀
の
一
年
前
の
安
元
元
年
二
月
十
七
日
条
に

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

先
是
大
外
記
頼
業
持
来
古
来
君
臣
賀
算
年
記
、
先
日
依
召
仰
也
、

兼
実
は
清
原
頼
業
か
ら
「
古
来
君
臣
賀
算
年
記
」
を
手
に
入
れ
て

安
元
御
賀
と
故
実

い
る
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
「
賀
算
」
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
来
年

の
御
賀
に
あ
た
っ
て
先
例
を
整
理
、
確
認
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
玉
葉
』
の
三
日
間
の
記
述
に
あ
る
詳
細
な
先
例
は
、
そ
う
し
た

努
力
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
師
長
の
誤
り
を
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
兼
突
が
見
た
「
彼
記
」
も
こ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
安
元
御
賀
が
先
例
を
重
視
し
、
特
に
康
和
の
例
に
依
る
と

こ
ろ
が
多
い
の
は
間
違
い
な
い
が
、
仁
平
の
例
に
倣
っ
て
い
る
箇
所

も
ま
た
多
く
、
必
ず
し
も
康
和
に
縛
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
よ
り
良
い
先
例
が
常
に
模
索
、
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
御
賀
の
場
の
よ
う
に
、
康
和
、
仁
平
の
例
に
よ
る
鳥
羽
殿

で
は
な
く
、
法
住
寺
南
殿
を
選
択
し
た
の
は
先
例
に
な
い
判
断
で
あ

り
、
そ
こ
で
は
現
実
的
な
理
由
が
勘
案
さ
れ
て
も
い
た
。
こ
の
よ
う

に
先
例
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
時
に
は
当
時
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
章
で
検
討
し
た
献
物
を
問
う
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

に
関
し
て
、
承
平
と
天
永
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
忠
平
と
忠
実
が
摂
政

で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
摂
政
不
在
の
今
回
は
、
同
じ
く
摂
政
の
置

か
れ
て
い
な
か
っ
た
延
喜
等
の
例
に
倣
っ
た
と
い
う
こ
と
を
兼
実
は

「
其
理
可
然
」
と
す
る
。
延
喜
等
の
先
例
に
は
倣
っ
て
い
る
が
、
そ

の
選
択
は
「
理
」
に
か
な
っ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

五
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「
理
」
は
、
献
物
を
持
ち
な
が
ら
退
出
す
る
の
に
弓
を
も
持
っ
て
い

て
は
不
便
で
は
な
い
か
と
い
う
四
日
の
記
述
に
も
「
乍
持
献
物
可
退

下
之
故
也
者
、
其
理
難
可
然
」
と
見
え
、
同
じ
く
第
二
章
の
二
例
目

で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
仁
平
の
先
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
提
案
を
「
理
」
に
よ
っ
て
主
張
し
て
い
た
の
で
あ

ス
v

。慶
事
の
先
例
は
重
視
さ
れ
、
そ
れ
に
倣
っ
て
い
く
が
、
盲
目
的
に

従
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
良
い
先
例
を
求
め
て
博
捜
さ
れ
、
そ
の
都

度
再
検
証
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
(
1
)

村
上
美
紀
「
平
安
時
代
の
参
賀
」
(
『
寧
楽
史
苑
』
四
十
号
・

一
九
九
五
年
)

(2)

六
日
の
後
・
宴
で
の
青
海
波
と
故
実
の
関
係
が
多
く
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
榊
泰
純
「
青
海
波
と
師
長
」
(
『
日
本
仏
教
芸
能
史
研
究
」
・
風
間

書
房
・
一
九
八

O
年
)
、
堀
淳
一
「
後
白
河
院
五
十
賀
に
お
け
る
舞
楽

青
海
波

l
『
玉
葉
』
の
視
線
か
ら
|
」
(
「
古
代
中
世
文
学
論
考
」
第

三
集
・
新
典
社
、
一
九
九
九
年
)
、
三
島
暁
子
「
御
賀
の
故
実
継
承
と

「
青
海
波
小
輪
」
に
つ
い
て

l
附
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
青
海
波
垣

代
之
図
』
翻
刻
|
」
(
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
三
輯
・
思
文
悶

五
四

出
版
・
二

O
O
八
年
)
、
同
「
安
元
御
賀
試
楽
の
場
|
妙
音
院
師
長

「
御
説
指
図
」
に
よ
る
舞
楽
「
青
海
波
」
を
中
心
に
|
」
(
『
梁
臨
研

究
と
資
料
』
第
二
十
五
号
・
二

O
O八
年
)

(3)

「
次
上
皇
主
上
大
床
子
欺
〈
垂
御
簾
、
後
問
、
不
御
床
子
云
々
〉
」

「
次
供
上
皇
御
膳
(
中
略
)
此
間
垂
御
簾
供
参
議
被
止
也
〈
供
御
酒
儀
、

同
被
止
〉
、
上
皇
主
上
入
御
、
次
供
平
敷
御
座
〈
母
屋
中
央
間
以
西
御

牒
垂
〉
、
」
(
以
上
「
中
右
記
」
)

(
4
)

『
中
右
記
』
寛
治
元
年
八
月
二
十
一
日
条
に
、
「
但
廃
務
之
時
不
垂

御
簾
〈
廃
朝
之
時
下
之
云
々
〉
」
と
あ
る
。
ま
た
康
和
五
年
に
堀
川
帝

女
御
政
子
が
礎
じ
た
際
清
涼
殿
の
御
簾
は
垂
れ
て
い
た
ら
し
く
「
従

一
昨
日
清
涼
殿
垂
御
簾
、
是
依
女
御
事
歎
」
(
「
殿
暦
』
同
年
二
月
四

日
条
)
と
あ
る
の
も
、
廃
朝
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

(5)

「
ム
口
記
』
天
養
元
年
(
一
一
四
四
)
十
月
二
十
六
日
条
に
は
「
忠
盛

朝
臣
、
正
四
位
下
工
国
任
一
階
」
と
見
え
、
正
四
位
下
か
ら
正
四
位

上
へ
昇
叙
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。

(6)

天
永
御
賀
当
時
の
頭
中
将
は
正
四
位
下
蔵
人
頭
左
近
中
将
藤
原
通

季
、
頭
弁
は
従
四
位
下
蔵
人
頭
権
右
中
弁
藤
原
実
行
。

(
7
)

「
西
宮
記
」
巻
第
十
二
「
一
太
上
天
皇
賀
事
」
(
『
改
訂
増
補
故
実

設
省
』
七
巻
・
明
治
図
書
・
一
九
九
三
年
)
、
『
新
儀
式
』
第
四
「
天

皇
奉
二
賀
上
皇
御
算
一
事
」
(
『
群
書
類
従
」
第
六
輯
)
。

(8)

延
喜
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
扶
桑
略
記
」
や
『
日
本
紀
略
」
に
は
そ

う
し
た
記
述
は
見
え
な
い
。



(9)

康
和
の
際
、
忠
通
は
右
大
臣
と
し
て
底
上
に
列
立
し
て
い
る
(
「
中

右
記
」
)
。

(
叩
)
『
玉
葉
』
安
元
二
年
正
月
二
十
三
日
条
の
試
楽
の
日
に
は
「
此
日
法

皇
始
覧
御
賀
舞
〈
日
来
御
子
南
殿
、
一
向
先
例
於
可
有
御
賀
之
御
所
、

不
覧
御
賀
舞
之
由
、
其
儀
出
来
、
仰
渡
御
北
殿
云
々
」
と
あ
り
、
同

年
三
月
二
日
条
に
は
「
今
夕
法
皇
及
建
春
門
院
御
幸
南
殿
、
供
奉
侍

臣
衣
冠
云
々
、
是
依
明
後
日
御
賀
也
」
と
見
え
る
。

(
日
)
凹
日
の
庭
上
の
廷
臣
速
が
献
物
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。
左
大
陸
以
下
指
妨
取
献
物
〈
左
末
、
右
本
、
不
論
卿
相
侍
臣
、

持
弓
之
輩
取
副
之
、
長
保
小
記
日
、
於
非
参
議
者
、
何
必
取
副

於
弓
〔
等
イ
〕
、
乍
持
献
物
可
退
下
之
故
也
者
、
其
理
難
可
然
、

康
和
・
仁
平
共
副
弓
、
若
不
見
及
彼
記
歎
〉
、

献
物
を
持
つ
に
際
し
て
、
「
持
弓
之
輩
」
は
献
物
に
弓
を
添
え
て

持
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
「
長
保
小
記
」
す
な
わ
ち
小
布
記
に
は
、

非
参
議
は
必
ず
し
も
弓
を
取
り
添
え
る
必
要
は
な
い
と
記
さ
れ
て
い

る
と
し
、
そ
の
理
由
は
受
け
取
っ
た
献
物
を
持
っ
て
さ
が
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
と
す
る
。
同
様
の
こ
と
は
『
定
能
卿
記
』
に
も
、

「
公
卿
・
殿
上
人
為
衛
府
人
皆
副
弓
〈
長
保
実
資
卿
記
云
、
為
衛
府
者

皆
取
副
弓
、
但
侍
臣
不
可
被
副
弓
欺
、
乍
持
献
物
退
出
故
也
云
々
、

然
而
成
和
・
仁
平
皆
取
副
弓
、
仰
今
度
皆
如
此
〉
」
と
見
え
る
が
、
今

回
は
康
和
仁
平
に
従
っ
た
と
す
る
。

「
小
右
記
』
に
は
、
長
保
コ
一
年
十
月
九
日
の
束
三
条
院
設
子
の
賀
に

「
授
献
物
於
院
司
、
上
達
部
次
第
如
此
〈
衛
府
上
達
部
取
副
龍
物
於
弓

授
院
司
、
執
弓
帰
、
非
参
議
問
用
上
達
部
議
、
歪
非
参
議
、
難
不
加

弓
、
何
事
之
有
也
、
依
不
授
院
司
〉
」
(
増
補
史
料
大
成
)
と
見
え
る
。

「
権
記
」
に
は
記
述
は
な
い
。
衛
府
の
上
達
部
は
献
物
と
弓
を
持
っ
て

現
れ
、
献
物
を
授
け
て
弓
を
持
ち
帰
る
の
で
か
ま
わ
な
い
が
、
非
参

議
は
献
物
を
授
け
ら
れ
て
帰
る
の
だ
か
ら
、
弓
を
持
つ
必
要
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仁
平
は
八
日
の
後
宴
の
際
に

献
物
の
授
受
が
行
わ
れ
て
お
り
、
「
為
衛
府
之
人
取
副
於
弓
」
(
「
仁
平

御
賀
記
」
)
と
見
え
る
が
、
康
和
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
天
永
の
御

賀
で
は
、
「
衛
府
公
卿
取
副
弓
也
」
(
「
中
右
記
』
天
永
三
年
三
月
十
八

日
条
)
、
「
着
胡
銀
人
脆
慣
、
即
於
右
賜
之
、
取
弓
起
、
次
第
取
了
」

(
『
殿
暦
」
)
と
見
え
、
「
小
右
記
』
の
記
述
は
天
永
の
際
に
も
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
兼
実
は
「
理
」
と
し
て
い
る
が
、
仁
平
や
康

和
の
際
に
『
小
布
記
」
の
記
述
は
参
考
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
献
物
を
受
け
取
る
作
法
に
つ
い
て
、
院
司
が
「
脆
指
妨
」
と

あ
る
が
、
こ
の
作
法
に
つ
い
て
、

乍
立
指
妨
之
縦
少
々
相
交
云
々
、
如
仁
平
宇
治
左
府
〔
記
イ
〕

者
、
以
脆
為
非
、
康
康
例
多
以
脆
突
、
衛
府
脆
置
弓
、
立
受
献

物
、
又
脆
取
加
弓
立
、
是
正
法
也
、
或
又
脆
置
弓
、
乍
脆
受
取

献
物
、
取
加
弓
立
、
是
違
失
也
、
此
旨
見
仁
平
宇
治
在
府
記
、

と
し
て
い
る
。
仁
平
の
こ
と
を
記
す
「
宇
治
左
府
記
」
す
な
わ
ち
「
台

安
元
御
賀
と
故
実

五
五
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記
』
は
脆
い
て
妨
を
差
す
こ
と
を
非
と
し
て
い
る
が
、
康
和
は
多
く

脆
い
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
点
、
安
元
は
康
和
を
先
例
と
し
て
い
る
。

『
定
能
卿
記
」
に
は
「
各
挿
妨
取
献
物
」
と
あ
る
だ
け
で
、
ど
の
時
点

で
挿
し
た
か
は
不
明
。
そ
し
て
衛
府
の
場
合
は
、
脆
い
て
弓
を
置
き
、

立
っ
て
献
物
を
受
け
、
又
脆
い
て
弓
を
取
る
と
い
う
の
が
「
正
法
」

で
あ
り
、
脆
い
て
弓
を
置
い
て
脆
き
な
が
ら
献
物
を
受
け
取
り
、
弓

を
取
っ
て
立
つ
の
は
「
遺
失
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
台
記
」

に
仁
平
二
年
三
月
の
記
述
は
な
い
た
め
確
認
は
出
来
な
い
が
、
『
兵
範

記
」
に
は
「
脆
差
務
、
大
臣
同
脆
授
寵
物
頭
弁
取
之
」
(
三
月
八
日
条
)

と
あ
っ
て
、
妨
は
脆
い
て
差
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
様
子
を
頼
長

は
「
非
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
献
物
の
授
受
も
そ
の
ま
ま
脆
い
て
行

わ
れ
て
い
る
。
「
仁
平
御
賀
記
』
は
「
指
妨
脆
。
給
献
物
」
と
し
て
お

り
、
お
互
い
脆
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
記
し
て
い
な
い
。
『
新
儀
式
』

に
は
脆
く
か
ど
う
か
の
記
述
は
な
い
。

康
和
の
諸
記
録
に
確
認
は
出
来
な
い
が
、
天
永
に
は
「
左
大
臣
召

院
司
給
之
、
其
儀
院
(
司
脱
カ
)
進
脆
上
達
部
前
、
上
達
部
脆
賜
之
」

(
「
殿
暦
』
三
月
十
八
日
条
)
と
あ
っ
て
お
互
い
脆
い
て
い
る
。
妨
を

ど
の
時
に
差
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
玉
葉
」
は
続
け
て
、

立
受
献
物
、
公
卿
乍
立
授
献
物
〈
一
両
卿
相
脆
授
之
云
々
、
天

永
内
府
巳
下
脆
授
之
、
堀
川
左
府
〔
記
イ
〕
以
之
為
非
者
、
衛

府
脆
置
弓
、
立
授
献
物
、
脆
取
弓
立
〉
、

と
し
て
お
り
、
安
元
の
場
合
は
献
物
は
立
ち
な
が
ら
授
受
さ
れ
て
い

五
六

る
。
し
か
し
「
一
両
卿
相
脆
授
之
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
頭
書
に
も

「
後
問
、
公
保
卿
脆
授
献
物
云
々
」
と
あ
っ
て
、
一
部
で
は
脆
い
た
廷

臣
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
兼
実
は
天
永
の

例
を
挙
げ
、
脆
い
て
の
授
受
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
衛
府
は

弓
を
置
い
た
後
は
立
っ
て
、
こ
れ
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
や
は
り

脆
い
て
は
い
な
い
。

妨
に
つ
い
て
は
、
頼
長
は
非
難
し
て
い
る
が
仁
平
で
は
脆
い
て
差

さ
れ
、
ま
た
「
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
康
和
も
同
前
と
あ
り
康
和
、
仁
平

を
先
例
と
す
る
。
献
物
の
授
受
に
つ
い
て
は
、
康
和
は
不
明
、
天
永
、

仁
平
は
脆
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
立
ち
な
が
ら
授
受
さ
れ
た
安
元
と

は
相
違
す
る
。
衛
府
の
弓
の
場
合
も
坊
と
同
様
、
脆
い
て
置
い
た
後

は
立
ち
上
が
っ
て
献
物
を
受
け
取
る
の
で
あ
り
、
脆
い
て
授
受
は
き

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
献
物
は
授
け
る
公
卿
も
、
受
け
取
る
院
司
も
、

衛
府
で
あ
っ
て
も
、
立
ち
な
が
ら
行
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
の
が
兼
実

の
認
識
で
あ
り
、
安
元
も
概
ね
そ
の
通
り
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
こ
う
し
た
こ
と
は
兼
実
だ
け
で
は
な
い
。
定
能
も
『
定
能
卿
記
』

で
、
「
是
康
和
宗
輔
例
云
々
、
但
今
案
、
康
和
笛
三
人
也
、
仰
宗
輔
吹

之
、
今
度
四
人
之
上
、
猶
吹
笛
己
五
人
也
、
其
理
可
然
哉
、
如
何
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
康
和
で
藤
原
宗
輔
が
舞
人
で
あ
り
な
が
ら

笛
も
吹
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
安
元
で
も
藤
原
実
教
の
服
聾
に
よ
っ

て
、
舞
人
へ
転
じ
た
藤
原
公
時
が
、
康
和
の
例
と
し
て
笛
も
吹
い
た

こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
成
和
の
際
は
笛
が
三
人
で
あ



り
、
足
り
な
か
っ
た
為
の
緊
急
措
置
で
あ
っ
た
。
安
元
は
笛
が
四
人

下
り
、
特
に
必
要
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
五
人
と
な
っ
た
こ
と
を
、

「
理
」
に
よ
っ
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
引
用
本
文
】

『
安
元
御
賀
記
』
定
家
本
:
・
「
徳
川
繁
明
会
議
書
古
筆
衆
成
』
(
思

文
閑
出
版
・
平
成
六
年
)
所
収
『
安
元
御
賀
日
記
」
を
翻
刻
、
「
安

元
御
賀
記
」
群
書
類
従
本
・
:
『
群
書
類
従
』
巻
五
二
九
、
『
玉
葉
』

・
『
図
書
寮
叢
刊
九
条
家
本
玉
葉
』
(
明
治
書
院
)
、
名
著
刊
行
会

『
玉
桜
木
』
全
三
巻
を
適
宜
参
照
、
『
定
能
卿
記
』
・
:
藤
原
重
雄
・
三
島

暁
子
「
高
松
宮
家
旧
蔵
『
定
能
卿
記
』
(
安
元
御
賀
記
)
」
(
田
島
公

編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
二
輯
・
思
文
閑
出
版
・
平
成
十
八

年
)
。
ま
た
、
康
和
御
賀
は
「
中
右
記
』
(
増
補
史
料
大
成
)
『
殿
暦
』

(
大
日
本
古
記
録
)
を
、
天
永
御
賀
は
「
中
右
記
』
(
増
補
史
料
大
成
)

『
殿
暦
』
(
大
日
本
古
記
録
)
を
、
仁
平
御
賀
は
『
仁
平
御
賀
記
』

(
『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
四
輯
)
「
兵
範
記
』
(
増
補
史
料
大
成
)
を

使
用
し
た
。

(
高
野
山
大
学
助
教
)
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